10. 付録 by unknown
国立国語研究所学術情報リポジトリ
10. 付録



















































































































































































































































































(絵)こうすることは，どうすると言いますか。※片方の肩で風目敷包みを '""'0 # 
LA]6-294 
JL-058 かつぐ(材木を担ぐ)
(絵)こうすることは，どうすると言いますか。※材木を '""'0 # LA]2-66 
JL-059 かつぐ(天秤棒を担ぐ)
(絵)これはどうすると言いますか。※てんびん棒を '""'0 # LA]2-67 
-318-
JL-060 かつぐ(二人で担ぐ)



















































































































































































































































































































































































JG-025 a.指を(格助調一非情物(人体)) • b切った(過去形)
「間違えて， 主主主 b-IW ，':d;: Jと言うときの「指を切った」はどうですか。
a.指を
b.切った





















r 1個 100円のりんごを買った」と言うときの「買った」はどうですか。 #GAJ2-105
力変:来る
JG-032 a.どろぼうが(格助詞一有情物(目下)) ， b.来る(終止形)
「鍵をかけないと， aどろぼうが b来(く)る」と言うときの「どろぼうが来(く)



























































































? ?? ?? ?
JG-061 高くはない(取立)
「品も良くて，値段も思ったほど高くはない」と言うとき， 1高くはなし、」のところ



















































JG-076 (次男以下※語藁項目 JL-080Jの(有情物(親族(下)) ) 
※語葉項目 jL一079r長男」と jL-080で「次男以下」が語藁的に区別されている場合(一
方を指す語しか用意されていないものも含む)のみ尋ねる。
「これは 〔次男以下〕の傘だj と言うときの r(次男以下〕の傘」のところはどのよ
うに言いますか。
方向・目的・場所など




























JG-083 a.ここに(存在場所(非意志的) • bあるのは(存在勤詞・準体助調)
「主よよi三b有るのは何かJと言うときにはどのように言いますか。※アリヨノレのよ











JG-087 a.友達に(受身の動作主ー受益) • b.助けられた(受身一受益)























































































































































ところをどのように言いますか。 ※「状況可能j の表現を求める。 #GA]4-174 
JG-122 着ることができない(能力一否定一一段)
「うちの孫はまだ一人では着物を着ることができない jと言うとき， 「着ることがで
きなし、」 のところをどのように言いますか。 (能力) #GA]4-184 
JG-123 着ることができる(能力一肯定一一段)
「うちの孫はもう一人で着物を着ることができる Jと言うとき， 「着ることができる」
のところはどのように言いますか。 (能力) #GA]4-175 
JG-124 着ることができない(状況一否定一一段)
「この着物は古くなったのでもう 着ることができない」と言うとき， 「着ることがで






















































































友達から「あの人は酒を飲まないのか?J と聞かれて， ["うん，飲まない j と答える
とき，どのように言いますか。※応答詞「うんJも含めての回答を求める。
JG-149 いや，飲む(否定疑問への否定文回答)






























JG-157 (聞き手が)書くか: (本家※語葉項目 JL-083J・〔分家※語葉項目 JL-084Jの
主人に






































































































































































単母音(イ・エ 語頭) 絵 (JP-13-b)
「間」と『絵J(JP-13-c) 
連母音(アイ) (書いた) (JP-15[JG-021]) 
母音 連母音(ウイ) (着いた) (JP-16[JG-081]) 
連母音(オイ) (研いだ) (JP-17 [JG-028]) 
暢枝(開音) (JP-14-a) 




合鋤音 元日・冗旦 (JP-03) 。
正月 (JP-04) 。
語中子音の有声化(力行) (書かない) (JP-18[JG-020]) 







子音 鈴(スズ) (JP-09) 
水(ミヅ) (JP-l0) 
知事(チジ) (JP-ll-a) 
一つ仮名 地図(チヅ) (JP-ll-b) 
「知事」と「地図J(JP-ll-c) 
寿司 (JP-05-a) M 
シ・ス・チ・ツ 煤 (JP-05-b) M 
『寿司」と「煤J(JP-05-c) M 
白い(JP-12-a) M 
シ・ヒ(歯茎音・口蓋音) 広い(JP-12-b) M 
「白いJと「広いJ(JP-12-c) M 






C関連項目の補完 CompI ement 
V 関連項目の照合・確認:Ver ification 














人倫 ひまご(JL-078) M 。
本家(JL-083) Nv 
分家(名称)(J 
L -084-a) Nv 
親族集合等 分家(話者の所
属) (JL -084-b) Nv 
分家(上下意

























































































主体の移動 064) Nv 



























心情的 おそろしい(JL-IM 085) 
。

























人間 感覚 昧覚 〈塩味が〉うす M 。 やのあさってい(JL-l00) 時間 (明明明後日) M 。
道具
まないた(JL-03
M 。 (JL-114) 3) いくつ(個数)
食生活
た((JL -031) M 。 (JL-115) M 。
調理法
にる(JL-032) M 。 時空間 い〈つ(何趣) M 。
素材・食品
ひきにく (JL-03 数量・ l順位 (JL-116) 








否) (JL -068-b) Nv つゆ(梅雨) ( JIM 。
いろり(利用経
L-119) 
験) (JL -068-c) Nv 気象 つらら(JL-072) M 。
台所・炊事 いろり(利用方 じしん(地震)





住生活 (JL -069-a) もり (JL-122) M 。
かまど(物の存
否) (JL -069-b) Nv 






ふすま(JL-066) M 。 塵芥等 けむり (JL-073) M 。






否) (JL -067-b) うる;:(JL-013) M 。
米・米作 うるち(JL-030) M 。
魚介類
く蟹の>;:うら
やまいも(JL-021c (JL-014) c 
6) ぷり (JL-015) Nv 
さといも (JL-021M 。 かたつむり (JL-M 5) 001) 。






。 かまきりむし(JI M 。
L同003)






















遊戯 おはじき(JL-l0I M ひがんばな(名 M
4) 称) (JL -019-0) 
男児 めんこ(JL-l06)Nc ひがんばな(語
動作・方法









074) 称)'W~~~18~;;) I M 
じようぎ(JL-07Nc 
ほうせんか(利
5) 用方法) (JL-Ol Nv 
;:(ばんけし(JI N 8-b) 
L-076) I NC 菌類等 きの;:(JL -021) I M 。
生活(その





他) しちりん(物の く柿の〉へた(JI c 
存否)(JL -070-I Nv L-022) 
b) かっぱ(名称) 1M 
からさお(名
称) (JL -07トa)1M その他 その他
(JL-l1Cトa)
かっIt(形状) I N 
















C関連項目の補完 CompI ement 
V関連項目の照合・確認 Verification 
Nv新たな観点の導入:New v i ewpo i nt 
Nc新たな変化の把握 New change 
※GAJ: 0は関連項目が地図集に収録(地図番号は，質問文を参照)
大分類 中分類 小分類 げf付番T号刈莞)E 分析対象的 GAJ 大分類 中分類 小分類 分(析番号苅豪) 分析対象 GAJ の主目 の主目的
終止形 書<(JG-018-b) V 。 |連用形 高<(JG-045) c 
連体形 書〈人ωG-019) M 。 形容詞高 過去形 高6)かった(JG-04M 。
書0)かない(JG-02 い動詞四段 否定形 M 。 高7)ければ(JG-04
力行書〈 過去形 書いた(JG-021) v 。 仮定形 M 。
仮定形 書けば(JG-022) M 。 終止形 静かだ(JG-048) M 。
命令形 書け(JG-023-b)v 活用 連体形 静9)かな所(JG-04M 。
終止形 行く (JG-080-b) V 形容動詞 否定形 O静50か)でない(JG M 。




命令形 行け(JG-078-b)I V 
仮定形 M 。




出した(JG-027)1M 。 動詞行く 行G-Oき55は1しない(Jc 
動詞 飛四段ぶ 過去形 飛んだ(JG-029)1M 。 動詞見る 0見59は)しない(JG-M 。I\~干T 取立
動マ詞行 飲四段む 過去形 飲b)んだ(JG-030-1. 聞 。 動詞知る G知0り57は)しない(J1 C 否定 形容詞高 高くはない(JG-IV 
否定形 切4-bら)砕い(JG-021u 剛 L、 061) 
動詞四段
過去形 切b)った(JG-025-1V なる形 動詞行く
行か4な1〈なる(JNc 
ラ行切る G-06 
命令形 切れ(JG-026-b)I V 仮定形 動詞行く G行-0か65な}ければ(JIu 剛 。
動ラ詞行 四段 否定形 知らない(JG-051C 付帯状況 動詞行〈 行9か-bな)いで(JG-I. 剛 。知る 6) 07 






過去形 買った(JG-031)1M 。 非情物 034-
0が33-0台)風が(JG- 剛M 
盤止形 見る (JG-015) V 
。
動詞上一 否定形 見ない(JG-058)1M 。 主格 有下情)物 (目 がどろぼうが M 。
段見る 過去形 見た(JG-016) c 
(JG-032-0) 
命令形 見ろ (JG-017-b)I M 。 上有情)物 (目 が先生が(Jふ M 。
終止形 起きる(JG-∞1)IM 。 168-0) 
連体形 起2)きる人(JG-∞ ρu 非情物
Oを-0)酒を(JG-031M 。
活用 起3)きない(JG-OO1 M Oを~a) 窓を (JG-01 1 M 動詞上二 否定形 。 。




命令形 起きる(JG-006)1M 。 6を-0)量を(JG-021C 
終止形 寝る (JG-Ol1) M 。
動詞下二 否定形 寝ない(JG-012)1M 。 有情物 Oを17-先0)生を(JG-IC 




動詞下二 否定形 8聞)けない(JG-OO1 M 。 授受対象 授受対象者 った(JIM 。
段聞ける 過去形 聞けた(JG-009)I C 受益 aにらlれ友た達(JGに-0助87け-IC 
命令形 開b)ける(JG-OlO-Iu 川 。 格助詞 受身の動作






過去形 来た(JG-034-b)I V に仕事に(JG-IM 。
，ロ。ロ・・4寸~m 来い(JG-035-b)I M (名調)
079-0) 。
動(作動調の)目的 に見に(JG-081M 終止形 する (JG-036) M 。 。
動詞サ変 否定形 しない(JG-037)1M 
0-0) 。
Gで085一)万円で(J1 .剛 。1
する 過去形 した(JG-038) c 手段方法
命令形 しろ(JG-039) M 。 5で-ゴ当で夜
動詞子変
。
死ぬ 終止形 死ぬ(JG-Q40) M 
。 移動方向 Oに7(JG-nv 






ない(否3-b定)形) lu 川 。 存在場所(JG-09 場所 に:二こに(JG-IM (非意志 。
終止形 高い(JG-041) M 的)
083-0) 
連体形 高い物(JG-042J1M 。 存(在意場志所的) に:家に(JG-16Ic
形容詞高 否定形 O高)くない(JG-061. 間 。 2-a) 
い
なる形 高3)くなる (JG-041u 間 。 動作場所 Gで-0:84運)動場で(J1 u 剛 。
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? ?? ? ? ? ?
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?、 ? ? ?
? ??
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形容詞 高|高いなら(買わluい |ない)(JG-l07) 1'" 
I 降れば(出ない
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1 l聞き宇が}い1 1 

































































































































大分類 中分類 小分類 フT(相番T号J町家) 分析対象 GAJ 大分類 中分類 小分類 Y3( 咽番l号)<'Jヲ)匹 分析対象的 GAJ の主目的 の主目
|補(助行動為詞提





文) 位 :B場面) いる M 。(遠心)
本動詞過(物去
提供， ゃった(JG-142)1M 。 書く M 。
:叙述文)
義務 五段行く 行らかなないけ(JれG-ば135なilM剛 。 動作主体=
襲品認
開
行く < fJ': A!loo (JG M 






否定文回答 ない(JI C (い
肯定疑問 (飲むのか)う いる る6か3)A場面(JGM 。
肯定文回答 7んj'飲む(JG-14IC 
応答詞 待遇 動作主体ー (聞き手が)J書G (飲まないの (対者) |位聞きO手場面(中) 書く くか日渇面(JGI V 肯定文回答 か)、う(Jん14飲8)ま C -152) 
否定疑問 1;;: ~'(JG-1 
か(J飲G)-まい149やな)いの 書〈 E〈-(聞か155き~手父親市)に書(J Nv 否定文回答 飲む C 動作主体=
動作主体
聞き手(上
(聞か回旦き手品)い位親族) いる Gる- 父親に(JI M 。上位，聞き 来る 先生が来る.¥A 1 V
手(A場中面上)位
場面(JG-169) 動作主体ー (聞き手が)書
盤聞璽き準手〕(中 書〈 くか配偶者に Nv 
動作主体聞き. ωG-156) 
上位 来る 量生が来る父 V 動作主体=
国町盟仰-〈時(聞かのη朝田き主手【加【人Z日川SFに》事(書J務G 
手上位親 lこ(JG-170)
聞き手(親族 書〈 Nv 
動作主体: 族本家/




来る 来い日場面(JGI M 。
動作主体: ー167)
中上位，聞 来る
近が所来の知り合い 待遇 動作る17 日場面 V (命令)
き(0手場田面中)位 (JG-171) 聞き 来る 来い A場面(JGIM 上位 :A場 ー166)
動作主，体聞 面)
中位 き 来る 友達が来る O Nc 自称詞 b空おれELがZ(JHIS-M 。
|手場面:)中位 (0 場面(JG-172) 人称代名詞
待遇 対称詞
が(JG-021M 。
動作主体. 聞き手中(第三者) 上位親族， 自分の父親が来 おは上よう (近G所-来る る B場面(JG-llM 。 上位 (A場 の自に)(JG-I M 。
聞き手B場:面上) 75) 面) 181) 位( 聞き手.中
動作親主体族 位 (0場 おはよ(JGう-(友達 C
上位 自分の父親が来 朝 面)
に) (JG-182) 
聞き手:中 来る る A場面(JG-llM 。
議丹18帽監俳句書揺}にお〉{空【持F 奮




来る る O場面(JG-11C 謝礼 あ4り1がとう ωG-IM 。73) 18 位(
も、た議i露員f五動作主体. 言語行動 (言 (JNv 上位親族， 自分の父親が来 食前 G-18 来る る母親に(JG-IC ~\tこ
聞上位き親手族: 中 176) 非言語行動 (J(G非- ) Nv 
動作主体 言語行動 』ちそ行雪っ上動E)ER( 
来自分の配日場偶面者(が
(言語 J Nv 中位親族， 来る る JGNv 食後 G-186-
|位聞き(Q手場面中1 」ちそ館企つh行きL動ま一} ー177) 非言語行動 (J (非言 Nv 日寸8
(待畏体遇敬)天 動作主体 のぼる 〔太陽2※4語1象が項 Nv 感覚(熱 感覚(熱い)(J Nv 畏敬天体 l目まJL-1 の い) G-187-a) った(JG-180)
感い情)(恐詠嘆 B感寸情B(恐い) (J Nv 動作主体ー 7-b) 
話し手，聞 来る (B自場分面が(J)G-来15る M 。 状い態)(高 状態7-(高c)い) (J Nv 




来る 5 1M 。
。)
名詞述語，
南だ B場面(JG1 M 




書く -〈1(聞5か4)きB手場が面)(書JG M 。

























































































































































準 L-25 あざ(癒) :内出血
身体をどこかにぶつけたときなどに，そこが青黒くなって，しばらく跡が残ることがあ
ります。そういうふうに色の変わった所のことを何と言いますか。※身体上の場所の名
































































































菜をどうするJ 1果物屋がりんごを 1個 100円でどうする」と言いますか。
L-54 かう(買う)
商庖で客が品物を購入することをどうすると言いますか。例えば， 1八百屋で客が野菜












































































































































































































































準 G-041 ごと:皮ごとく食べた> (対象の包括化)
「みかんを皮ごと食べた」と言うときの「皮ごと食べたjのところはどのように言い
ますか。持GA]1-53&]G-092 




































































り， 1まだ金三土-{J 1まだ食ベテイナイ J 1まだ食べナイデイルJ 1まだ食べナ
カッタ」など，いろいろな言い方をします。この土地ではどのように言いますか。
G-063 もう〈食べたの〉


















































































































































































J: 5 Jと言うとき， 1持ちましょう」のところをどのように言いますか。即日6-320
準G-105 (自分が〉来る:土地の目上に
この土地の目上の人にむかつて，ひじようにていねいに「自分は，あしたもここに来























































Nv新たな観点の導入 New v i ewpo i nt
大分類 中分類 質問番号 項目名 項目白主目的
ガ行子音 P-l 鏡(かがみ)ガ行鼻濁音 M 
力行子音 P-2 袴(はかま)力行子音有声化 M 
ダ行子音 P-3 肌(はだ) ダ行子音 M 
子音 告行子音 P-4 自主(はた) タ行子音有声化 M 
ザ行・ダ行の交替 P-5 座布団ザ・ダ交替 M 
P-6 知事:一つ仮名 M 
一つ仮名
P-7 地図.一つ仮名 M 
促音 P-8 切符(きっぷ)抱意識・文字意識 Nv 
音節・拍





V関連項目の照合・確認。 Veri fi cation 
Nv新たな観点の導入:New v i ewpo i nt




















L-37 ちょうなん(長男) Nv 
L-38 じなんいか(次男以下) Nv 
L-39 ちょうじょ(長女) Nv 
L-40 じじよいか(次女以下) Nv 
L-41 ほんけ(本家) Nv 
L-42 ぷんけ(分家) Nv 
L-26-a ものもらいー名称 M 
L-26-b ものもらい治療方法 Nv 
L-24 かさぶた(癒釜) c 
L-25 あざ(癒)肉出血 M 
L-43 〈靴下を〉きる・はく・かぶる・はめる Nv 
L-44 〈靴を〉きる・はく・かぶる・はめる Nv 
L-45 〈手袋を〉きる・はく・かぶる・はめる Nv 
L-46 〈帽子を〉きる・はく・かぶる・はめる Nv 
L-47 〈布団を〉きる・はく・かぶる・はめる Nv 
L-48 〈材木を〉かつぐ(担ぐ) M 
L-49 〈天秤棒を〉かつぐ(担ぐ) M 
L-50 〈ニ人で〉かつぐ(担ぐ) M 
L-51 〈二人で〉はこぶ(運ぶ) c 
L-53 うる(売る) Nv 
L-54 かう(買う) Nv 
L-55 おしえる(教える) Nv 
L-63 においをかぐ(匂いを嘆く・) M 
L-52 いく・くる(行〈・来る) Nv 
L-79 すわる(座る)育児語 Nv 
L-30 ぐらぐらするーオノマトペ・用言化嬢辞 Nv 
L-31 〈水が〉こおる(濠る) Nv 
L-67 とても〈面白い〉 Nc 
L-69 ぜんぜん〈面白くない〉 Nc 
L-64 うつくしい(美しい) M 
L-65 おそろしい(恐ろしい) M 
L-66 おもしろい(面白い) Nc 
L-68 おもしろくない(面白くない) Nc 
L-56 しおからい(塩辛い) M 
L-57 〈塩味が〉うすい M 
L-58 あまい(甘い) M 
L-59 おいしい(美味しい) M 
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大分類 中分類 小分類 質問番号 項目名 項目由主目的
味覚 L-60 〈味が〉まずい c 
L-61 におい(芳香) M 
人間 感覚 嘆覚
L-62 におい(悪臭) M 
触覚 L-32 とてもさむい(とても寒い) Nv 
L-18 ひきにく(挽肉) Nc 
食生活 素材・食品
L-19 ニクの意味 Nv 
L-36-a いろり(囲炉裏) 名称 M 
住生活 台所・炊事
L-36-b いろり(囲炉裏)利用経験 Nv 
米・米作 L-17 うるち(寝米) M 
L-11 かぼちゃ(南瓜) M 
L-12 じゃがいも(馬鈴薯) M 
穀物・芋類 L-13 さつまいも(甘藷) M 
L-14 さといも(里芋) M 
農林業 L-15 イモの意味 M 
生活
L-06 かいこ(蚕) Nv 
L-07 くわ(桑) Nv 
養蚕 L -08-a くわのみ(桑の実) 名称 Nv 
L-08-b くわのみ(桑の実) 利用方法 Nv 
L-09 くわliたけ(桑畑) Nv 
民俗 神仏 L-78 かみ・ lまとけ(神・仏) 児童謡 Nv 
L-27 じようぎ(定規) Nc 
道具 L-28 こくばんふき(黒板拡き) Nc 
生活(その他)
L-29 ほん(本) Nv 
地域社会 L-75 ゆい(結，労働交換) Nv 
L-70 おととい(一昨日) M 
L-71 さきおととい(一昨昨日) M 
時空間 時間 L-72 しあさって(3日後) M 
L-73 やのあさって(4日後) M 
L-74 おおみそか(大晦日) Nv 
L-33 つらら(氷柱) M 
天地 気象 L-34 ぼうふう(暴風) Nv 
L-35 じしん(地震) M 
動物 は虫類 L-02 とかげ M 
L-20 うろこ(鱗) M 
自然 魚介類 L白 21 かにのこうら(蟹の甲羅) c 
L-76 ぶり(鱒) Nv 
軟体動物 L-01 かたつむり(蛸牛) M 
L-03 かまきり(鰭鄭) M 
虫 L-04 とんlま(鏑鈴) M 
毘虫
L-05 ありじごく(鎗地獄) M 
L-10 1まうふら(蚊の幼虫) v 
L-16-a ひがんばな(彼岸花) 名称 M 
野草
L-16-b ひがんばな(彼岸花) :語源意識 Nv 
植物
L-22 かきのへた(柿の帯) c 
実・葉等
L-23 (節子や穫の〉へた(帯) c 




C関連項目の補完 C叩 plement 
V関連項目の照合・確認 Verification 











































G-015 行くな M 
G-005 出した M 
G-Q07 貸した Nv 
G-008 飲んだ M 
G-006 買った M 
G-009 起きる M 
G-001 起きない M 
G-013 起きろ M 
6-016 起きよう M 
G-010 任せる M 
G-Q02 来ない M 
G-01 する M 
G-003 しない M 
G-014 しろ M 
G-012 死ぬ M 
G-017 高くない M 
G-020 高かった M 
G-018 高くなる M 
G-019 高く c 
G-004 行かなかった M 
G-034 にー犬に〈追いかけられた〉 M 
G-031 に・見に〈行った〉 M 
G-030 へ:東の方へ〈行け〉 M 
G-032 に東京に〈着いた〉 M 
G-033 にここに〈有る〉 M 
G-035 と 来ると言っていた Nc 
G-037 と 行こうと思っている c 
G-036 と 田中という人 c 
G-026 おれのだ M 
G-027 いるのは M 
6-024 ゃっ(形式名詞) Nv 
G-025 ゃっ(形式名詞) 場面差 Nv 
G-028 行くんだ Nv 
G-029 そうなんだ Nv 
G-039 ばかり 雨ばかり〈降っている) (限定) M 
G-042 だけ。皮だけ〈食ベた) (対象の限定) M 
G-041 ごと 皮ごと〈食ベた) (対象の包括化) M 
6-040 しか百円しか〈ない〉 M 
-380ー
大分類 中分類 小分類 費四番号 項目名 項目の主目的
順後仮定事実 G-050 行ったら〈終わっていた〉 M 
順接仮定後件命令 G-049 行ったら〈電話しろ〉 G 
順篠仮定後件懸念 G-048 行くとくだめになりそうだ〉 M 
順簸仮定後件依頼 G-051 書くなら〈きれいに書いてくれ〉 M 
l頓篠仮定後件意志 G-054 高いなら〈買わない〉 M 
条件 G-045 降れIt(出ないだろう〉 M 
順接仮定後件推量
G-052 出したならくそろそろ届くはずだ〉 G 
G-046 起きれば〈良かった〉 M 
順健仮定反実仮想
G-047 書けば〈間に合った〉 M 
既定事実 G-044 寒くては〈仕事にならない〉 c 
想定 G-053 あの先生ならく知っているはずだ〉 c 
原因理由 接続助詞 G-043 降っているから M 
動作動詞 G-055 走っている(継続相) c 
継続相・非過去
変化動詞 G-058 散っている(継続相) M 
継続相・過去 動作動詞 G-056 走っていた(継続相・過去) G 
結果相・非過去 変化動詞 G-059 散っている(結果相) M 
将然相・回想 G-060 (もう少しで)落ちるところだった(将然相・回想) 1M 
G-064 食べかける(始動初期) Nv 
始動
G-065 食べかけている(始動遂行) Nv 
完了 G-061 読んでしまった(完了) M 
Iila司 G-063 もう〈食べたの〉 Nv 
来実現相 G-062 〈まだ〉食ベない・食べていない(朱実現相) Nv 
アスベヲト・
テンス 完成相・過去
動作動詞 G-057 走った(過去) c 




存在勤詞・非過去・挨拶 G-069 いるか(存在動詞・非過去・挨拶) M 
〈近所に物知りのおじいさんが〉いた(存在動詞・過






過去回想・共有体験 G-071 行ったなあ(過去・共有体験) M 
形容詞・過去 G-072 強かった(形容詞) M 
五段読む G-074 読むことができる(能力可能) M 
能力(肯定)
一段着る G-078 着ることができる(能力可能) M 
五段読む G-073 読むことができない(能力可能) M 
能力(否定)
















査段読む G-075 続むことができない(状況可能) M 
状況(否定)
一段着る G-079 着ることができない(状況可能) M 
完遂 G-081 読みきれなかった(完遂) Nv 
-381-
大分類 中分類 小分類 質問番号 項目名 項目の主目的
自発 G-103 つい座ってしまう(自発) Nv 
独話 6-090 行こう(意志・独話) M 
肯定
意志 対話 G-091 行こう(意志・対話) c 
否定 G-093 行くまい(否定的意志) M 





動詞 G-083 行くだろう M 
動詞過去 6-085 行っただろう M 
動詞準体裂 G-084 行くのだろう M 
推量
動詞準体型過去 6-086 行ったのだろう M 
名調 6-082 先生だろう M 
動調否定 G-087 行かないだろう M 
G-088 あるじゃないか Nv 
確認要求
G-089 あるんじゃないか Nv 
伝聞 非過去 G-038 雨だそうだ M 





否定 G-022 先生ではない M 
G-101 殴る・殴られる Nv 
ヴォイス
G-102 噛む・噛まれる Nv 
本動調 G-Q97 やる M 
慢与(遠心)
補助動詞 6-098 読んでやる c 
授与(求心) 補助動調 G-099 読んでくれる Nv 
受納 繍助動詞 G-100 読んでもらう Nv 
事量務 G-095 行かなければならない M 
禁止 G-094 行つてはいけない M 
動作主体話し手l






























G-113 〈聞き手が〉いるか:父親に M 
聞き手上位親族
動作主体聞き手I
命令 G-107 来い土地の目上に M 
聞き手上位
名のり(電話) G-114 〈もしもし)00でした Nv 
謝礼(底) G-115 ありがとう:買い物時 Nv 
挨拶
謝礼(家庭内) G-116 ありがとう:家庭内 Nv 






























P-5 座布団;ザ・ダ交替 の交替について， 「座布団」をもとに確認する(r座 JP-20改
布団」をダブトンと言うかどうか)。


































































た.L -07 r桑J. L -08-a r桑の実」に現れる語形との
関係性を把握する。
L-l0 




















L-15 イモの意味 LAJ4-179<189> JL -027改
ひがんばな(彼岸
{里冨形が多いことが知られているものの，全国分布の





語形と語源意識との関係を把握する。 JL -019 
花) 語源意識
























「うろこJ r (蟹の〉こうらJ r (柿の〉へたj
かきのへた(柿の






































〈水が〉こおる(凍 ルは.LAJ2-96 r (水が〉こおる」では東北北部に点
在し.LAJ2-97 r (手拭いが〉こおる」では東日本の LAJ2-96<127)改る)
日本海側に点在するが，どちらも大きな分布域は認め
られない。そこで，東北北部との連続を優先して






























L-37 ちょうなん(長男) L-38 rじなんいか(次男以下)Jの密接な関連項目。 JL -079改
じなんいか(次男以
準備調査結果によれば r次男以下」は西日本での名
L-38 称が特になく，相続制度に絡む社会の東西差を如実に JL -080改
下)
反映していると予想される。
L-39 ちょうじょ(長女) L -40 rじじよいか(次女以下)Jの密接な関連項目。 JL -081改
じじよいか(次女以
L -37 rちようなん(長男)J L-38 rじなんいか(次男
L-40 以下)Jの関連項目。 r次女以下」の概念を表す語形 JL -082改
下)
がなくなりつつあることが予想される。
L-41 ほんけ(本家) 親族・家族制度の変動・改廃と言語の関係について， JL-083 











































L-54 かう(買う) L -53 rうる(売る)Jの照合用関連項目である。
-386-
質問番号 項目名 項目のねらい

















た， L -56 rしおからい(塩辛い)Jとの関連も考察す
る。
L-57 r (塩味が〉うすしリ・ L-59rおいしい(美味し
L-58 あまい(甘い) い)Jの関連項目である。アマイは甘味に意味が集約 LAJl-37<052> JL -09 
されると予想される。
L-59 
おいしい(美昧し L-60 r (昧が〉まずい」・ L-58 rあまい(甘い)Jの












L-61 におい(芳香) カザ・カパ・カマ系統の語の分布変化ならびに芳香と LAJ6-268<038> 






















































L-70 おととい(一昨日) L-71 rさきおととい(一昨昨日)Jの関連項目。語形
の対応などを確認する。
凶J6-276<104)改 JL-111 





















































































































G-012 死ぬ 図(第32図活用ノ形ナ行変格活用ノ分布図)とGAJ2GAJ2-68<027> JG-040 
-68をも用い，全国的な経年分布変化を把握する。
GAJ段階においても変化が進行中だったと考えられる






















G-017 高くない 東北と九州において，形容詞の活用語幹に終止連体形 GAJ3-137<014> JG-060 
( r高い」のタケー)や連用形(r高<Jのタコー)
が取り込まれる現象が存在する。この言語変化はGAJ





















LAJ . GAJ 準備調査
集図〈質問番号〉 質問番号
断定の助動詞の変化(例:ジャ→ヤ)のほか，名詞述













G-023 先生だった 名詞述語の過去形を把握する。 JG-127改
ヤツ・ブンといった形式名詞の分布を調べるための項
目である。ヤツのような形式名詞は文体的価値が低い



































G-031 に;見にく行った〉 一連の項目 (G-030-G-034)で中世末期以降の分布の GAJト21<108>改 JG-08Q-a改
に:東京に〈着い
変動が追跡できる。九州における『サ』の類の発達が
G-032 注目される。 GAJI-20<107> JG-081-a 
た〉















G-035 (ユーテ，チューテ，テテ，ツテ等)の分布を把握す JG-090 
た
る。
G-036 と.田中という人 引用の格助詞に関して，脱落や「と冨って」由来形式 GAJl-32(099) JG-089 
(ユーテ，チューテ，テテ，ツテ等)の分布を把握す
G-037 
と:行こうと思って る。 rと言って」由来形式の一部は，この項目では使 GAJ5-232<15B> 
いる いにくいことが予想される。
G-038 雨だそうだ 情報入手先が明示されている場合の伝聞表現の分布変 GAJ5-243(174) 
化を把握する。
ばかり;雨ばかり
共通語パカリとは異なる東京語形ベーが，東京を中心G-039 〈降っている) (限 GAJl-49<093> JG-091 
定)
に周圏的に拡大しているかどうかを確認する。
G-040 しか百円しか〈な 共通語シカとは異なる東尽語形キリが，東尽を中心に GAJH1(137) JG-093-a改
い〉 周圏的に拡大しているかどうかを確認する。
ごと:皮ごとく食べ
















































































































































〈近所に物知りのお タッケ等の語形が予想される。予想語形 イテアッタ 凶J2-53<268>改
G-068 じいさんが〉いた (東北北部)，イタッタ(東日本)，イタ(東日 GAJ4-190・



















































































































LAJ . GAJ 準備調査
集ー図く質問番号〉 質問番号


























































































































































P-l (LAj) P-2 P-4 P-5 
P-7 
L-Ol (LAj) L-02 (LAj) L-03(LAj) 
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L-04 (LAj) L-05 L-06 L-l1 (LAj改)
持路、，<'t
L -12 (LAj) L -13 (LAj) L-14 (LAj) 
L-16-a L-20 (LAj) L-21 
L-22 L-23 L -26-a (LAj) 
L-27 L-28 L-29 
? ?? ??
??
L-33 (LAJ) L-36-a L-48 (LAJ) 
L-49 (LAJ) L-50(LAJ改) L-51 L-76 























































































主選び方について怠~を求めたe また. 1960年・61iF 
iこも，後期Z曜夜に際しての候補地点を求めた。
自周辺E地点の総般については，次のよ号』こ考えた。理想 (2; その他一一




婦の領j約もある， 1か年の濁進地点の総数l主， 300地点 以上の資料をもとにして，具体的な粛牽予定地点をし
前後と考えられる岱 ほった。












2，4∞地J誌で車種:Æ L た.I.Il(~ 1箆
約2刈)() タ 36(途中で地域的に打ち切ったもの)
約1，700 タ 55 (途中で打ち切ったもの〉
約1訓)() 多 62 (途中で打ち切ったもの，および途中で追加したもの〉






























































豊島方研究員委託分に関しては，配布された候線地点の かくて. 8か年で，研究室震による 2U地点く全地点














目標地点数 = w方言文法全園地図~ (GAJ)の地点数 x5/8 
もしくは




算出式1 算出式2 GAJ調査 LAJ調査
数 GAJx5/8 LAJx5/24 地点数 地点数
都道府県 目標地点
算出式1 算出式2
数 GAJx5/8 LAJx5l24 
北海道 19 21 17 34 83 滋賀県 6 6 6 
青森県 15 15 15 24 74 尽都府 8 8 8 
岩手県 20 21 20 33 94 大阪府 5 4 4 
宮城県 10 10 12 16 57 兵庫県 15 14 15 
秋田県 16 16 16 25 75 奈良県 6 6 5 
山形県 11 13 11 21 54 和歌山県 9 8 9 
福島県 17 19 17 30 80 鳥取県 6 6 6 
茨城県 9 9 10 15 49 島根県 12 12 12 
栃木県 9 9 9 15 43 岡山県 12 11 12 
群馬県 9 9 9 15 41 広島県 14 14 14 
埼玉県 6 6 6 9 31 山口県 10 9 12 
千葉県 9 8 10 12 49 徳島県 7 6 7 
東尽都 8 8 7 12 34 香川県 5 4 5 
神奈川県 5 4 5 7 23 愛媛県 10 10 10 
新潟県 19 19 19 30 91 高知県 10 9 11 
富山県 7 7 6 11 31 福岡県 9 8 9 
石川県 8 8 9 13 43 佐賀県 4 4 4 
福井県 6 6 7 10 33 長崎県 14 14 13 
山梨県 6 6 6 9 29 熊本県 11 11 11 
長野県 18 18 16 29 78 大分県 11 9 11 
岐阜県 14 14 13 22 61 宮崎県 12 12 11 
静岡県 13 13 13 21 64 鹿児島県 21 24 19 
愛知県 10 10 9 16 45 沖縄県 34 20 13 

























































|H.調査時の注意事項 II 1. LA]・GA]の関連地図 1Ll:準備調査の質問番号
-406ー
.文法項目の例






(H.準備調査の質問番号) (1.調査時の注意事項) (J. LAJ . GAJの関連地図)
A.準備調査重複による省略可能項目: f準jが付いた項目は，準備調査で同一地点，同
一話者に調査をする場合に限り，調査を省略しても構わない(ほぼ同一条件で調査を
すませているため)0 (→ f3.6. (2)注記の記載方法」参照)







































































































































































































































































年齢 場所(市区町村) 期間(年数) 目的(学校，仕事など)
0 歳~ 18歳 主川市 年
fq 歳~ 22歳|千葉県千葉市
22歳~吋ろ 主川市
多くなる場合に II 45十 47 ~I 茨城県水戸市
は，適宜線を引 I I ，;. '? 














a農林業 b漁業 c商業 d職人 ei'曽侶神宮 「教員







生年月 b9 33年 2 月19 年 月






















※ 注番号は.必ず「注 1J r注2J・・・と r注+数値j で付けること。
※ 誰の情報かを表す括弧も付けること。
• f話者の特徴・方言的特徴の特記事項」欄の記載例






× キレル[kωirerw]注1 ← 注記の記載方法に注意




































































報告用の表記: 【 ] 
例の示し方: [例] (共通語形)[音声表記]→ カタカナ表記
圃
[ε] [エ段+小書きァ]とする。 [例] (出した)[dE:ta]→ デァータ
. [a] 【ア段十小書きェ]とする。 [例] (出した)[da:ta]→ ダェータ
[o] [エ段+小書きォ]とする。 [例] (来し、)[ko:]→ ケォー
. [包] 【オ段+小書きェ]とする。 [例] (来し、)[ka:]→ コェー













[例 1] (書く)[kakm]→ カク
[例 2] (書く)[k北u]→ カク
-母音の無声化: 無表記とする。必要に応じて音声表記を併記する(次の例2参照)。
[例 1] (来た)[同ta]→ キタ
















[例J(お手玉)[ oteOdama ]→ オテノダマ
-語末閉鎖音: [ッ]。必要に応じて音声表記を併記する(次の例 2参照)。
[例 1J(行かなくなる)[ikaIJgo? nat]→ イカンゴッナツ






-促音: 【ッ】 [例J(買った)[katta]→ 力ッタ
-擁音: 【ン】 [例J(行かなければ)[ikamba]→ イカンパ
-長音. 【一】 [例J(かぼちゃ)[bo:ct町 a]→ ボーフラ
※現代仮名遣いとは異なる点に注意する。 → 前述の二重母音も参照。
※半長音も[ー】とする。必要に応じて音声表記を併記する(次の例 2参照)。


























ts I tsa I ツァ
tc/tJ I tca I チヤ
















Sl スィ I SUl I ス
シ I CUl I シユ
ズィ I dZUl I ズ
ジ | 伽|ジユ
ティ | 凶 | トウ
ディ I dUl I ドウ
ツィ I tSUl I ッ
チ I t凶 |チュ
e 
e I コ二 I 0 
ke I ケ I ko 
ge Iゲ 1 go 
0e Iゲ |ηo
se Iセ Iso 
Ge I ンエ I co 
dze Iゼ Idzo 
d-z，e I ジェ Id-z，o 
te Iテ Ito 
de Iデ Ido 



























































mo モ町11 me メ
ra ro ロ
? ? ? ? ?












gw gwa gWI 
フ
ャ????
? ? ? ?






















mjUl I ミュ ョ、 、 、 、mje I ミェ I mjo 
;Ht:: ?????
kwi kwe クェ I kwo I クオ
グェ I gwo I グオgwe 
。we Iグェ II)WO Iグオ
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、----、--、 3 E a ω a 
* 3 オァ E エア a アェ の エオ a オェ
k kJ コア ke ケァ ka カェ kの ケォ ka :z二E
g/v g:l ゴァ ge ゲ、ア ga ガェ gω ゲォ 9ぽ ゴェ。 l):l コア 。E ケ。ア 。a カ。エ りの ケ。オ 。ω こZ。コ二
s S:l ソァ se セァ sa サェ so セォ S偲 ソェ
c;/ J C:l ンヨア Ce シェア Ca シヤエ Gの シェオ 日白 ンヨエ
dz/z dZ:l ゾ了 dze ゼ‘ア dza ザェ dzの ゼォ dza ソェ
d~h;/d3/3 dZ;:l ンヨア dz;e ジェア d~æ ジヤエ d~の ジェオ d~ω ジョェ
t t:l トァ te アア ta タェ tの アオ tω トェ
d d:l ド、ア de アア da ダ、エ dω デオ da ド、エ
ts tS:l ツォァ tse ツェァ tsa ツァェ tsの ツェオ tsω ツォェ
tc;/tJ tC:l チョァ tce チェア tca チャェ tcの チェオ tca チョェ
n n:l ノァ ne ネァ na ナェ no ネォ nω ノェ
J1 J1:l ニヨア J1e ニェア J1a ニヤエ J1の ニェオ J1a ニョェ
h h:l ホァ he ノ¥ア ha ノ、ニE ho ヘオ hω ホェ
C c:l ヒョア cε ヒェア ca ヒヤエ co ヒェオ ca ヒョェ
φ φe フォア φE フェア φa ファェ 。ω フェオ 。e フォェ
b bコ ボ、ア be -".ア ba ノ、二E bo ベォ ba ボェ
p p:l ポァ pe へア pa /"。ニE pの ベォ pa ポェ
il m:l モァ me メァ ma マェ mo メォ ma モェ
r/r r:l ロア re レア ra フエ ro レオ ra ロェ
p ヨア Je イェア Ja ヤェ Jo イェオ J田 ヨェ
kj kjJ キョア kje キェア kja キャェ kjo キェオ kjω キヨエ
gj gp ギョア gJe ギェア gJa ギヤエ gJの ギェオ QJω ギョェ
。J 。p キ。ヨア 。Je キ。エア 。Ja キ。ヤエ 。Jo キ。エオ 。Ja キ。ヨエ
bj bjJ ピョァ bje ピェア bja ピヤエ bjo ピェオ bja ピョェ
PJ pp ヒoヨア pJe ヒ。エア pJa ピャェ PJの ヒ。エオ pJa ヒ。ヨエ
ilJ mp ミヨア mJe ミエア mJa ミヤヱ mJω ミェオ mJ∞ ミ、ヨエ
rj/rj rp リョア f]e リェア f]a リャェ rJω リェオ f]a リョェ
w W:l ウォァ we ウェア wa ワェ wo ウェオ wa ウォェ
kw kW:l クォァ kwe クェア kwa クヮェ kwの クェオ kwa クォェ
gw gW:l グオア gwe グェア gwa グ、ワエ gwω グ、エオ gwω グオエ
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② エンナ力(11 ) 
[例] ① イカナカッタ〈テレビやラジオでよく聞く〉






















































































































































































( 1 ) 日本語:本研究は， (2010-201*年に行われた)国立国語研究所の共同研究プロジェクト「方言の形成過
程解明のための全国方言調査」による研究成果の一部である。
英語:This paper is part of the outcomes of the collaborative research project “Field-Research 
Project for Analyzing the Formation Process of Japanese Dialects" carried out at the National 
Institute for Japanese Language and Linguistics (from 2010 to 201*)_ 
(2 ) 日本語:本稿は (2010・201青年に行われた)国立国語研究所の共同研究プロジェクト「方言の形成過程解
明のための全国方言調査j に基づいている。
英語 Thispaper is based on the collaborative research project “Field-Research Project for 
Analyzing the Formation Process of Japanese Dialects" carried out at the National Institute for 
Japanese Language and Linguistics (from 2010 to 201*)_ 
(3 ) 日本語.本論文は， (2010・201*年に行われた)国立国語研究所の共同研究プロジェクト「方言の形成過
程解明のための全国方言調査j の一部を報告するものである。
英語Thispaper reports on the ongoing collaborative research project “Field-Research Project for 
Analyzing the Formation Process of Japanese Dialects" at the National Institute for Japanese 
Language and Linguistics (from 2010 to 201*). 
(4) 日本語:本論文は， (2010・201*年に行われた)国立国語研究所の共同研究プロジェクト「方言の形成過
程解明のための全国方言調査Jの成果を発展させたものである。
英語 Thispaper grew out of the collaborative research project “Field-Research Project for 
Analyzing the Formation Process of Japanese Dialects" carried out at the National Institute for 
Japanese Language and Linguistics (from 2010 to 201*). 
(5 ) 日本語 本論文で報告するデータは， (2010・201*年に行われた)国立国語研究所の共同研究プロジェク
ト「方言の形成過程解明のための全国方言調査Jに依拠している。
英語: The data discussed in this paper derives from the collaborative research project 
“Field-Research Project for Analyzing the Formation Process of Japanese Dialects" carried out at the 
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